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▼本文 

１）11 月 11 日、さぬき市津田町のミニトマト生産者 風呂隆文氏（ＪＡ香川県さぬき市ミニト

マト部会長）のビニールハウスでさぬき南小学校の３年生 25 名がミニトマトの収穫体験を行い

ました。この取組みは、ミニトマト産地で栽培について学ぶ機会を通じ、地場野菜への愛着心と

農業と食への理解を醸成することを目的に、さぬき市栄養教諭、ＪＡ、普及センターが連携して

今年度初めて実施しました。 

 

２）風呂氏から、ミニトマトは土ではなくスポンジのようなもの（ロックウール）に植え付けて

いること、６月の定植後、10 月中旬から翌年の７月までずっと収穫すること等について説明を

受けた後、普及センターからは、当部会も認証を受けている「さぬき讃ベジタブル」について紹

介しました。 

続いて、風呂氏から収穫の仕方を教えてもらい、1 人 1 パック（200ｇ程度）のミニトマトを

収穫しました。児童からは「ヘタを付けて収穫するのは難しい」といった声が多く出され、ハウ

スの中のマルハナバチの役割に興味を持ちながら楽しそうに収穫していました。 

 

３）最後に、今年度、国の産地生産基盤パワーアップ事業を活用して整備したミニトマト集出荷

支援施設に移動して、出荷調整作業を見学しました。スーパーに並んでいるミニトマトは、この

ような作業で大きさや重さを揃えていることを学びました。 

 

４）普及センターでは、引き続き、関係機関と連携した農業体験学習の実施により、地産地消・

食育の推進を図っていきます。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 丁寧に収穫する児童          出荷調整作業を見学する児童 


